



















第 2 1 3 0 号
昭和 45 年 10 月 23 日
理学研究科高分子学専攻






Al R 3 -H 2 0 ( 2 : 1 )系の反応主成物と考えられている R2AIOAIR 2 を R 2 AICl-R2AIOLi (1 : 1) 
反応系による新しい方法でより高純度に合成することが出来た。これを (Et 2AIOAIEt 2J (5 , 6-







上山君は上記触媒の基本型と考えられるピス(ジアルキルアルミニウム)オキシドR2 AIOAIR 2 を新
合成法によりっくり、その重合触媒としての作用を研究することにより、上記触媒に関する新しい知
見をえた。
AIR 3+MOH • R2AIOM+ RH ( 1 ) 
R2AIOM+CIAIR 2 • R2AIOAIR 2+MCI ( 2 ) 
(R=CH3 , C2H5 , i-C 4 Hgj M=Li , Na) 
反応( 1 )および( 2 )により合成したR2 AIOAIR 2 は非常にたやすく不均化反応を起しやすい液体
- 15 一
物質で、通常の方法による精製が困難で、あるので、電子供与性物質 (Do) (例えば 5 , 6 ーベンゾキノ
リン)との錯体RzAIOAIR z ・ 00 として結品性物質として単離し、構造を確認した。また重合反応のモ
ノマーとしては、ポリマーの分子量分布、微細構造の確認が容易なプロピレンオキシドを使用した。
RzAIO AIR z によるプロピレンオキシドの重合は低温において効率よく立体特異的に進行し、不均化
反応の生成物である。 AIR3 によりその効率が低下することを確認した。 AIR3 はルイス酸の一種であり、
電子供与性物質と錯体をつくるo これらの点に着目して詳細な研究を行った結果、ACR 3一水系触媒も、各
種の電子供与性物質(特にRzAIOLi) を添加することにより重合の立体特異性物質を著しく向上させる
ことを見出して、これら一連の現象を合理的に説明することができた。
以上、上山君の研究は、触媒の構造と作用に関して基礎的な観点、から出発して着実に諸現象を追及す
ることにより、複雑な触媒の作用に関して新しい知見を加えたものであり、理学博士の学位論文として
十分価値あるものと認める。
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